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海洋の二酸化炭素吸収量は陸上の2.5倍

1.背景・現状①

排出された二酸化炭素の行方 世界の排他的経済水域面積ランキング





1.背景・現状②

                  アマモ                                    コンブ                               ガラモ

                            二酸化炭素を吸収する生態系



・気候変動による水温の上昇や水質汚染により
　アマモ場が減少している

・赤潮の原因となる窒素やリンを吸収し、水質浄化をする

・多様な生物のすみかとなり多くの生物を育む

・二酸化炭素を吸収して体内に蓄え、海底に固定する
　→ブルーカーボン

1.背景・現状②

アマモ　浅い海底に生えており、光合成で二酸化炭素を吸収し

　　　　　酸素を吸収し酸素を供給する海藻。



私たちの案

・関西国際空港島での 藻場造成

2.既存の取り組み①

継続的な藻場の育成、維持活動やモニタリング調査を実施



2.既存の取り組み②

・阪南市のとりくみ
アマモを植栽し環境・生態系の保全と再生し地域や世代を超えた環
境教育・意識向上そして漁業生産への貢献を目的にしている



2.既存の取り組み③

・兵庫県の取り組み

兵庫県が養殖ノリに着目し「ノリ養殖に関するブルーカーボンクレジッ

ト検討会」を設置、「兵庫モデル」の提言後、炭素含有量の分析 ,製造

工程の省CO2化が行われた。



    　　　　

                      食害(ウニや巻貝、アイゴなど )

                         　地球温暖化による影響

3.課題点

　　　　　　　　　        水質悪化



















5.メリット（会社）

会社のメリット

・会社のCSR・ESG評価の向上
・企業の独自性・差別化
・地域社会との連携強化
・社員の意識向上

具体例

セブンイレブン
→食の支える海を守り、将来の事業と
信頼を守れる。食の未来の自己投資



セブンイレブン



メリット（環境）

、環境へのメリット

・二酸化炭素の吸収・固定
・海の生態系の回復
・水質の改善
・海底環境の安定



6.参考文献

日経新聞、意外に少ない太平洋のco2吸収気象庁が観測

世界6位の面積を持つ海洋国家 JAPAN - 日本探偵業協会

既存の取り組み①https://www.kansai-airports.co.jp

既存の取り組み②https://www.eneos.co.

既存の取り組み③https://blueshipjapan.com/issues/vol32/

　　　　　　　　https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk23/documents/mat3hyogomodel.pdf

　　　　　　　　https://sumaurasuisan.jp/
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ご清聴ありがとうございました。


